
川の生き物というと、魚やカニを思い浮かべる人が多いでしょう。葛葉川をの

ぞいただけでは、他の生き物がいるようには見えません。でも、網を入れて石を

ひっくり返してみてください。すると、いろいろな形の小さな生き物たちがびっ

くりするほどたくさんすんでいることに気付きます。

川の生き物を採集してみよう！

カエルのなかま

ヒガシシマドジョウ （全長 14 ㎝）口ひげは６本。体の

中央に黒く四角い点が並ぶ。砂底にもぐるのが好き。

ドジョウ （全長 20 ㎝）口ひげは１０本。背中は砂

粒模様。泥底が好きなので、葛葉峡谷では少ない。 ピンセット

くずはの広場・かんさつガイド③

虫メガネ

さかなのなかま

ビーチサンダルはあぶないよ

葛葉峡谷でよく見られるのは下の６種類。川

の淵（深い所）や、瀬（浅くて流れの速い所）

の石の下などにいて、流れてくる有機物や水

生昆虫などを食べます。

サワガニ （甲幅 2.5 ㎝）

長い長靴または

運動靴

エビやカニのなかま
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カジカガエル

（全長♂４㎝、♀８㎝）

川での注意

吸盤状の口を持つ

おたまじゃくし

ウグイ （全長 30 ㎝）普段は銀色一色だが、繁殖期

にはオスもメスも鮮やかな橙色のすじが現れる。

必要な道具

テナガエビのなかま （全長６㎝）

アブラハヤ （全長 13 ㎝）体がぬるぬるしている。

体の中央に黒いすじがある。葛葉川では最も多い。

フロリダマミズヨコエビ

モクズガニ （甲幅 10 ㎝）

５㎜

こんな場所を探そう！ 採集のしかた

D 型の網。白いとよく見える

白いトレー

川岸の草が

たれた所

シマヨシノボリ （全長 7 ㎝）ほほにミミズ状の模様

がついている。腹びれが吸盤状で石にはりつく。

水中の石の下や表面
川底の

砂の中

落ち葉の中

オオヨシノボリ （全長 10 ㎝）ほほに模様がない。

繁殖期のオスは黒くなり、ひれの縁が白く目立つ。

川下に網を置き、石をひっく

り返したり、足で川底をひっ

かいたりして採集します。

石について

いる虫も捕

まえよう

観察が終わったら生き物達は元の場所に戻してあげてね！

✿深い場所や滑りやすい

所などは危険ですので絶

対近づかないでください

✿雨天の時や川が増水し

ている時は、川に近づか

ないでください

✿子どもだけで川に行っ

てはいけません。必ず大

人と一緒に行きましょう



腹部にエラ

水中の石の表面を動き回って他の水

生昆虫を食べます。

腹部に

エラが

ない

フタスジモンカゲロウ フサオナシカワゲラのなかま
コカゲロウのなかま

8 ㎜
20 ㎜

16 ㎜ 10 ㎜

10 ㎜

12 ㎜

22 ㎜

30 ㎜

ひものような尾が２～３本

ハグロトンボ ダビドサナエのなかま

1 ㎜

ヒゲナガカワトビケラ

腹にあしの

ような突起

が８対

カクツツトビケラのなかまシマトビケラのなかま

カギ状の爪

エルモンヒラタカゲロウ

尾はないか、細長く平

たいエラが３枚つく

シロタニガワカゲロウ

カワトンボのなかま

穴は２つ

見える

ミヤマカワトンボ ヤマトクロスジヘビトンボ

トンボのなかま 川岸の植物につかまったり砂の中や落ち葉の下に隠れたりして他の水生

生物を食べます。

アカマダラカゲロウ

ミルンヤンマ

その他の昆虫類やダニ、貝、ヒルなど、

様々な仲間の生物がいます。

コオニヤンマ

穴は１つ

しか見え

ない

シマイシビル

ヘビトンボ

その他のなかま

オニヤンマ

３対の

あし

コシボソヤンマ

カワニナ

カゲロウのなかま

14 ㎜

カワゲラのなかま
水中の石の表面や川底の砂の中にすんで

いて藻類などを食べます。

38 ㎜

トビケラのなかま

10 ㎜

縁に４つの白い点

川底や水中の石の上を

歩き回って、大きなあご

で水生生物を食べます。

モンキマメゲンゴロウ

コヤマトンボ

ミズムシ

石と石の間に糸で巣をかけるものや石粒や砂

粒で作った移動式の巣を持つものがいて、藻類

や流れてきた有機物を食べます。

長い触角

45 ㎜数 100 ㎜

ヤマサナエ

背中にふさ状のエラ

腹に「小」の模様

30 ㎜

ヘビトンボ

51 ㎜

馬のような細長い顔

いもむしの

ような体

全長62㎜

ハリガネムシのなかま

断面が四角い筒状の巣

フタツメカワゲラ

ミズダニのなかま

触角第一節が

頭の幅の 1.5 倍

45 ㎜

60 ㎜

その他のなかま

7 ㎜

クモのように

長い脚

40 ㎜

全長30㎜ 40 ㎜全長 48 ㎜

18 ㎜

22 ㎜ 30 ㎜

14 ㎜

38 ㎜

腹端が

細長く

とがる

成虫
成虫

オナシカワゲラのなかま

60 ㎜

短い触角

触角第一節が

頭の幅と同じ

50 ㎜

７㎜

小さい目と

毛深い体

へら状の触角 背中にとげ

がない

この部分は

とがらない

成虫

葉っぱの

ような体

ふさ状の

エラがある

葛葉川で見られる生き物のおおまかな最大サイズを○㎜、○㎝と表示しています。

カミムラカワゲラ

成虫

10 ㎜

ここがとがる

ふさ状のエラがない

ナガレトビケラのなかま ブユのなかまニンギョウトビケラのなかま ガガンボのなかま ナミウズムシ（プラナリア）

尾は２本

ヤマトビケラのなかま

12 ㎜ 7 ㎜12 ㎜

成虫

エラに点々模様
背中に二本線

腹にふさ状

のエラ

頭中央の

単眼が２つ 頭に M の模様
首にふさ状のエラ

広がった

翅のさや

石粒の巣

１対の

黄色い点 ８㎜

サカマキガイ

細長く平たい

３枚のエラ

エラ


